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1. 要約
この資料では、タイマ A をタイマモードで動作させるとともに、パルス出力を行うための設定手順を説

明し、使用例を掲載しています。

2. はじめに
この資料で説明する応用例は、次のマイコン、条件での利用に適用されます。

マイコン : R32C/111グループ

R32C/111グループと同様のSFR(周辺機能制御レジスタ )を持つ他のR32C/100シリーズでも本プログラム

を使用することができます。ただし、一部の機能を追加等で変更している場合がありますのでユーザーズ

マニュアルで確認してください。このアプリケーションノートのご使用に際しては十分な評価を行ってく

ださい。
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3. 概要
タイマモードは、内部で生成されたカウントソースをカウントします。カウンタの値がダウンカウント

され、アンダフローすると割り込み要求が発生します。

この資料では、周辺機能クロック源を25MHzに設定し、周辺機能クロックの f8をカウントソースとして

使用します。これによって、1ms 周期でタイマＡの割り込み要求を発生さえる方法を示します。さらに

TAiOUT端子(i=0~4)から1kHzの矩形波をポートから出力する方法について示します。

表 3.1にタイマのカウントソースに対して設定できる最長のタイマA割り込み要求発生周期を示します。

タイマA割り込み要求発生周期＝ (タイマレジスタの値＋１ )×タイマのカウントソースの周期

Xin(メインクロック)=16MHz、PLLクロック=100MHz、f1=25MHz、fC=32.768kHz
注1. f2nクロックソースとして、周辺機能クロック源を選択した場合の値です。

TAiOUT端子 (i=0~4)からタイマAiのパルス出力を行うためには、対応する端子のポート方向ビットを

"1"(出力 )に設定するとともに、機能選択レジスタのPSEL2~PSEL0に"TAiOUT出力"を設定します。

表 3.2にTAiOUT端子が割り付けられているポートと出力するための関連レジスタを示します。

注1. Nチャネルオープンドレイン出力です。

表 3.1 タイマのカウントソースに対して設定できる最長のタイマA割り込み要求発生周期

カウントソース カウントソースの周期 最長のタイマA割り込み要求発生周期

f1 40ns 2.621ms
f8 320ns 20.972ms

f2n(n=15) 1200ns(注1) 78.64ms(注1)
fC32 約0.977ms 64s

表 3.2 TAiOUT端子が割り付けられているポートと出力するための関連レジスタ

タイマ端子 ポート ポート方向レジスタ 機能選択レジスタ 設定値

TA0OUT
P3_0 PD3_0 P3_0S 01h

P7_0(注1) PD7_0 P7_0S 01h

TA1OUT
P3_2 PD3_2 P3_2S 01h
P7_2 PD7_2 P7_2S 01h

TA2OUT
P3_4 PD3_4 P3_4S 01h
P7_4 PD7_4 P7_4S 01h

TA3OUT
P3_1 PD3_1 P3_1S 01h
P7_6 PD7_6 P7_6S 01h

TA4OUT
P3_6 PD3_6 P3_6S 01h
P8_0 PD8_0 P8_0S 01h
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3.1 タイマモードの動作

次にタイマAのタイマモードの動作を示します。

(1) カウント停止中にタイマAiレジスタ (i=0~4)に設定値を書き込むと、カウンタとリロードレジスタ

の両方に書き込まれます。
(2) TABSRレジスタのTAiSビットを"1"(カウント開始 )にすると、カウンタはダウンカウントを開始

します。
(3) カウンタがアンダフローすると、リロードレジスタの内容をカウンタにリロードしてカウントを

続けます。同時にTAiICレジスタの IRビットが"1"(割り込み要求あり )になります。さらに

TAiOUT端子の出力が反転します。

(4) TAiSビットを"0"(カウント停止 )にすると、カウンタはカウント値を保持してカウントを停止し

ます。このとき、TAiOUT端子の出力は"L"になります。

(5) TAiICレジスタの IRビットは、割り込み要求が受け付けられるか、プログラムで"0"を書き込む

ことによって、"0"になります。

図 3.1に動作タイミング、図 3.2にmain処理のフローチャート、図 3.3にタイマAi初期設定処理のフロー

チャートを示します。

図 3.1 タイマモードの動作タイミング

TABSRレジスタ
TAiSビット

TAiICレジスタ
IRビット

FFFFh

カウンタ値

0000h
プログラムで“1”にする

n = リロードレジスタの内容
i = 0~4

(2) カウント開始 (3) アンダフロー

(4) カウント停止

カウント再開

n

TAiOUT端子からの
パルス出力

(5) 、割り込み要求の受け付け またはプログラムで“0”にする

プログラムで“0”にする

プログラムで“1”にする

(4) 、カウントを停止すると TAiOUT Ｌ端子から出力は“ ”になります

(3) 、カウンタがアンダフローすると TAiOUT端子から出力が反転します
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図 3.2 main処理のフローチャート

図 3.3 タイマAi初期設定処理のフローチャート

SetPLLClock()

timer_init()

クロックの初期設定

タイマAi初期設定

(注1)

TAiS ←  1 タイマAiスタート

注1． SetPLLClock 、関数の設定は ユーザーズマニュアルを参照してください

main関数

、 ：タイマモード カウントソース f8

タイマカウント回数
(1kHzのパルス出力設定)

TA0MR ←  0x40

TA0 ←  3125-1

P3_0S ←  1

PD3_0 ←  1

タイマAi初期設定

ポートP3_0出力(TA0OUT)

機能選択TA0OUT出力

終了

(注1)

(注1)

注1． TA0OUT端子の出力をポートP3_0 。に設定した場合の処理です 
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3.2 設定方法

「3.1タイマモードの動作」の設定手順と設定値を示します。各レジスタの詳細はユーザーズマニュアル

を参照してください。

タイマAiモードレジスタの設定(i=0~4)

0 1 0 0 0 0 0 0
b7 b0

タイマAiモードレジスタ(TAiMR)

TMOD1~TMOD0

“0”にしてください

MR2~MR1

MR3

TCK1~TCK0

動作モード選択ビット

タイマモード

ゲート機能なし

ゲート機能選択ビット

タイマモードでは“0”にしてください

カウントソース選択ビット

f8

タイマAiレジスタの設定

3124
b0

タイマAiレジスタ(TAi)
b15

タイマモード

3125分周

次ページへ続く

TAiレジスタの読み出しと書き込みは
16 。ビット単位で実行してください 

ポートP3方向レジスタの設定

b0
ポートP3方向レジスタ(PD3)

PD3_0

ポートP3_0端子にTA0OUT 、の出力を行うとき ポート
P3_0方向ビットに“1”(出力) 。を設定してください 

0 0 0 0 0 0 0 1
b7

ポートP3_0方向ビット

出力(出力ポートして機能)

00b:

00b:

01b:

3124:

1:
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前ページから

機能選択レジスタの設定

0 0 1
b7 b0

ポートP3_0機能選択レジスタ(P3_0S)

PSEL2~PSEL0 ポートP3_0出力機能選択ビット

タイマ出力

ポートP3_0 、端子に タイマA0 、のタイマモードを使用して パルス出力
、を行う場合 ポートP3_0機能選択レジスタのポートP3_0出力機能選択

ビットに001b(TA0OUT出力)を設定してください

カウント開始レジスタの設定

0 0 0 0 0 0 0 1
b7 b0

カウント開始レジスタ(TABSR)

TA0S タイマA0カウント開始ビット

カウント開始

TA1S

TA2S

TA3S

TA4S

タイマA1カウント開始ビット

タイマA2カウント開始ビット

タイマA3カウント開始ビット

タイマA4カウント開始ビット

001b:

1:
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4. 参考プログラム例
参考プログラムは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。

5. 参考ドキュメント
R32C/111グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.10
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

テクニカルアップデート／テクニカルニュース

(最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

Ｃコンパイラマニュアル

R32C/100シリーズ用ＣコンパイラパッケージV.1.02 Ｃコンパイラユーザーズマニュアル Rev.2.00
（最新版をルネサス テクノロジホームページから入手してください。）

ホームページとサポート窓口
ルネサス エレクトロニクスホームページ

http://japan.renesas.com/

お問合せ先
http://japan.renesas.com/inquiry
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改訂記録 R32C/100シリーズ

タイマA動作(タイマモード、パルス出力)

Rev. 発行日 改訂内容

ページ ポイント

0.50 2008.11.28 − 初版発行

1.00 2009.02.25 − ハードウェアマニュアルRev.1.00に対応して改訂

1.01 2010.02.03 − ハードウェアマニュアルRev.1.10に対応して誤記修正

4.参考プログラム

  Xin=16MHzに伴いカウントソース、PLL設定待ち時間を修正

1.02 2010.05.28 2 表3.1 誤記修正

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。



製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 
【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 
CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端

子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が

流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子

の処理」で説明する指示に従い処理してください。 
2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 
電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 
外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 
同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 
3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 
アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 
4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 
プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 
リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 
5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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